
1. 何もないところでつまずく、足がもつれて転倒
• 人は加齢とともに転びやすくなります。自分は大丈夫だろうと思わず、転んで
⾻折するかもしれないという意識を持って歩⾏や作業をしてください。

• 走らないようにしましょう。
2. 段差、家具等につまずいて転倒（⾒えていない）

• 前をよく⾒て歩⾏、作業しましょう。
• 事業場内の危ない箇所は「⾒える化」等の対策をしましょう。

3. 浴室、脱⾐所等の⽔場で滑って転倒
4. こぼれていた⽔、洗剤等で滑って転倒（⾒えていない）

• よく⾒て歩⾏、作業しましょう。
• ⾒つけたらほかの労働者の転倒防⽌のためにもすぐに拭きとりましょう。
• 水拭き等の後は、乾くまで他の労働者が入らないようにしましょう。

5. 雪、⾬で滑って転倒
• 送迎や訪問介護時も含め、積雪・降⾬時の歩⾏や作業に注意しましょう。

これらは介助中の転倒より多く、単独作業や移動中の油断や焦りが
転倒による⼤怪我と⻑期休業につながっています。
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社会福祉施設における転倒災害被災者の性別・年齢別内訳
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転倒災害（業務中の転倒による重傷、休業４⽇以上）の発生状況（令和３年）

転倒災害（業務中の転倒による⼤怪我）に注意しましょう
介護の現場で働く皆さまへ

加齢等による転倒リスク・骨折リスク

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署 （R５.6)

介護労働者の転倒災害 ※の主な要因（労働者死傷病報告より）
※訪問介護や送迎先での転倒災害も含む

ロコチェック 内閣府
ウェブサイト

社会福祉施設における
転倒による怪我の態様

• 骨折（約70％）
• 打撲
• じん帯損傷
• 捻挫
• 外傷性くも膜下出血

社会福祉施設の
転倒災害による
平均休業⽇数
44⽇
※ 労働者死傷病報告

（休業４日以上）に
よる休業⾒込日数

介護の現場における転倒災害の発生時点

転倒災害が起きているのは
移動の時だけではありません

 一般に加齢とともに身体機能が低下し、転倒しやすくなります →「ロコチェック」
 現役の⽅でも、たった一度の転倒で寝たきりになることも→「たった一度の転倒で寝
たきりになることも。転倒事故の起こりやすい箇所は︖」（内閣府ウェブサイト）

 特に⼥性は加齢とともに⾻折のリスクも著しく増大します
→対象者は市町村が実施している「骨粗鬆症健診」を受診しましょう

50歳以上を中心に、転倒による骨折等の労働災害が増加し続けています。
転倒災害は、被災しないよう労働者自身が注意することも必要です。


